
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
を
め
ぐ
る
天
皇
と
統

一
権
力

―
―
統

一
政
権
成
立
過
程
に
お
け
る

永
禄
八

（
一
五
六
五
）
年
七
月
五
日
、

正
親
町
天
皇
の
綸
旨
に
よ

っ
て

「
大
う
す
は
ら
ひ
」
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

当
時

京
都
で
布
教
に
従
事
し

て

い
ヽ
た

パ
ア
デ
レ
・
ガ
ス
パ
ル
・
ヴ
ィ
レ

ラ
、

パ
ア
デ
レ
・
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
退
京
を
余
儀

な
く

さ
れ

た
。
こ
れ
よ
り
五
年
前
の
永
禄
三

（
一
五
六
〇
）
年
、

ヴ
ィ
レ
ラ
は

将
軍
足
利
義
輝
に
謁
見
し
、

布
教
許
可
の
制
礼
を
得
て
お
り
、

ま
た

当
時
の
畿
内
の
実
力
者
で
あ
る
三
好
長
慶
か
ら
も
許
可
状
を
与
え
ら

れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
将
軍
に
よ
っ
て
許
可
さ
れ
た
京
都
で
の
キ

リ
ス
ト
教
布
教
が
、

天
皇
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

最
初
の

「
大
う
す
は
ら
ひ
，下
「伴
天
連
追
放
」
が
天
皇
に
よ
っ
て

キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
を
め
ぐ
る
天
皇
と
統
一
権
力

（村
井
）

村

井

早

苗

な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、

以
後
、

統

一
政
権
の
成
立
過
程
と
分
ち

が
た
く
結
び
つ
い
て
進
行
す
る

「
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
」
に
お
い
て
、

中幸々朝．卸韓的幸申串中てン置中る（待どこ占め】キ的時時中車中時的い中

組
ん
だ
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
に
思
う
。

本
稿
で
は
、

室
町
末

期
よ
り
江
戸
幕
府
の
成
立
に
至
る
時
期
に
お
い
て
、

天
皇

，
朝
延
が

キ
リ
シ
タ
ン
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
関
係
を
持
ち
、

ま
た
そ
の
関
係

が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
て
い
つ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、

検
討

し
た
い
。

そ
の
上
で
、

宗
教
諸
勢
力
に
対
す
る
天
皇

・
朝
廷
の
位
置

の
特
質
に
つ
い
て
、

若
干
の
展
望
を
持
ち
た
い
と
考
え
る
。

註（１
）
　
「禁
制
」
と
は
、

権
力
当
局
が
禁
止
事
項
を
下
知
状
の
形
式
で
発
給

は

じ

め

に
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史
苑

（第
四
〇
巻
第
二
一号
）

ま
た
は
公
示
す
る
文
書
の
こ
と
で
あ
り
、

キ
リ
シ
タ

ン
関
係

の

「禁

制
」
に
は
、

布
教
を
保
産
す
る
目
的
の

「
禁
制
」
も
あ
る

（海
老
沢
有

道

「
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
に
つ
い
て
」
・
『
ゑ
び
す
と
ら
』
六

一
号

・
一
九

八
〇
年
）。
本
稿
で
は
、　

一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

「
キ
リ
シ

タ
ン
禁
制
」
と
い
う
言
・葉
を
禁
教
令
と
同
義
語
と
し
て
記
述
す
る
。

（
２
）

朝
尾
直
弘

『鎖
国
』
（小
学
館

『
日
本
の
歴
史
１７
』
・
一
九
七
五
年
）
、

「幕
藩
制
と
天
皇
」
翁
大
系
日
本
国
家
史
３
近
世
』
所
収

・
東
京
大
学

出
版
会

・
一
九
七
五
年
）
等
。

な
お
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ラ
ウ
レ
ス
著
、

松
田

毅

一
訳

『皇
室
と
き
り
し
た
ん
布
教
』
（中
央
出
版
社

・
一
九
四
七
年
）

は
、

皇
室
が
キ
リ
シ
タ
ン
宗
門
に
対
し
て
好
意
的
で
あ
っ
た
と
い
う
立

場
で
、

皇
室
と
キ
リ
シ
タ
ン
布
教
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
い
く
つ
か
の

ェ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
し
て
い
る
。

一

天
文
十
八

（
一
五
四
九
）
年
、

鹿
児
島
に
上
陸
し
た
イ
エ
ズ
ス
会

士
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
は
、

当
初
よ
り
ま
ず

「
全
日
本
の
最

高
の
国
王
」
で
あ
る
と
彼
自
身
が
認
識
し
て
い
た
天
皇
を
教
化
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
全
国
の
布
教
を
推
進
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
た
。

し
か
し
上
京
し
た
ザ
ビ
エ
ル
は
天
皇
に
拝
謁
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

ま
た
当
時
の
京
都
の
状
況
か
ら

「
日
本
中
で
最
大
の
君
主
は
、

人
々

ゆ希詐疎い」燕強和行，こ出し（日ゆ柏嘘ビ（工大ノレ内晦難十“玲妻は一

彼
の
期
待
か
ら
大
き
く
は
ず
れ
た
、

布
教
を
許
可
し
て
布
教
の
役
に

立
つ
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
無
力
な
存
在
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
の
天
皇
が
い
か
に
無
力
で
あ
っ
て
も
、

ま
た
戦
乱
の
渦
中
に

あ
っ
て
い
か
に
荒
廃
し
て
い
て
も
、

京
都
は
日
本
の
首
府
で
、

天
皇

と
将
軍
が
常
住
す
る
最
高
の
政
庁
の
所
在
地
で
あ
り
、

「
都
で
受
け

入
れ
ら
れ
る
も
の
は
、

遠
隔
の
諸
地
方
で
尊
重
さ
れ
、

そ
こ
で
評
価

さ
れ
な
い
も
の
は
、

他
の
諸
国
で
は
、

ほ
と
ん
ど
重
ん

ぜ
ら

れ
な

い
」
と
い
う
意
味
を
持

っ
て
い
た
。

そ
の
た
め
に
ザ
ビ
エ
ル
か
ら
後

事
を
托
さ
れ
た
パ
ア
デ
レ
・
コ
ス
メ
・
デ

・
ト
ル
レ
ス
は
、

た
え
ず

京
都
で
の
開
教
を
図

っ
た
。

そ
の
際
に
ト
ル
レ
ス
は
、

比
叡
山
延
暦

寺
に
都
で
の
布
教
許
可
を
要
請
し
、

そ
の
た
め
の
交
渉
を
繰
り
返
し

た
。

当
時
の
比
叡
山
に
つ
い
て
、

宣
教
師
側
は

「
日
本
の
最
高
の
大

学
で
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、

都
の
政
治
に
関
し
て
絶
対
的
支
配
権
を

持

っ
て
お
り
、

同
所
に
は
お
び
た
だ
レ
い
寺
院
が
あ
り
、

非
常
に
尊

敬
さ
れ
、

か
つ
学
問
と
信
心
に
よ
っ
て
高
名
な
仏
僧
た
ち
も
少
な
く

な
く
、

古
来
、　

つ
ね
に
歴
代
の
国
王
か
ら
深
く
敬
わ
れ
て
来
た
。

そ

し
て
日
本
で
流
布
し
て
い
る
既
存
の
宗
教
以
外
の
教
え
を
都
の
市
街

で
弘
め
る
こ
と
は
、

比
叡
山
の
允
許
と
承
認
な
く
し
て
は
絶
対
に
で

き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
認
識
し
て
い
た
。

実
際
に
比
叡
山
は
、

苦
日
の
面
影
は
な
か
っ
た
と
は
い
夕
一、
い
ま
だ
に
新
宗
派
に
対
す
る

威
圧
力
を
保
持
し
て
い
た
。

た
と
え
ば
当
時
都
で
勢
力
の
盛
ん
だ

っ

た

一
向
宗
の
本
願
寺
、

専
修
寺
、

日
蓮
宗
の
諸
寺
は
、

比
叡
山
に
対

し
て
、

末
寺
で
あ
る
と
い
う
仮
名
の
承
認
と
、

若
干
の
末
寺
銭
の
支

払
い
セ
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
の
で
あ（純
。

水ヽ
禄
二

（
一
五
五
九
）
年
、
ト
ル
レ
ス
は

パ

ア
デ

レ
・
ガ
ス
パ

ル
・
ヴ
ィ
レ
ラ
と
イ
ル
マ
ン
・
ロ
レ
ン
ソ
を
上
京
さ
せ
た
ｏ

都
で
の

布
教
許
可
を
め
ぐ
る
比
叡
山
と
の
交
渉
は
空
転
し
た
ま
ま
で
、

翌
永

禄
三

（
一
五
六
〇
）
年
、

ヴ
ィ
レ
ラ
は
将
軍
足
利
義
輝
に
謁
見
し
、

布
教
許
可
の
制
札
を
得
た
。

ま
た
当
時
の
畿
内
の
実
力
者
は
三
好
長

慶
で
あ
っ
た
が
、

ヴ
イ
レ
ラ
は
長
慶
も
訪
間
し
、

布
教
の
許
可
状
を

得
て
い
る
。

将
軍
お
よ
び
三
好
長
慶
の
許
可
の
も
と
で
、

度
重
な
る

戦
乱
に
脅
か
さ
れ
な
が
ら
も
、

と
も
か
く
も
京
都
で
の
布
教
が
進
め

ら
れ
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。

永
禄
六

（
一
五
六
三
）
年
、

比
叡
山
は
三
好
長
慶
の
被
富
松
永
久

秀
に
、

宣
教
師
が
神
仏
の
廃
亡
を
課

っ
た
と
し
て
、

そ
の
都
よ
り
の

追
放
を
要
求
し
た
。
こ
こ
に

「
日
本
の
坊
主

一
同
の
頭
に
し
て
、

当

国
の
宗
派
は
皆
比
叡
の
山
よ
り
分
れ
、

其
承
認
を
受
く
」
と
い
わ
れ

た
比
叡
山
は
、

キ
リ
シ
タ
ン
布
教
反
対
を
表
明
す
る
に
至

っ
た
。
こ

約
取
櫛
↓
“
咳
な
（
秀

咄
一

将
軍
の
布
教
許
可
を
尊
重
し
、

比
叡
山
の
要

永
禄
七

（
一
五
六
四
）
年
、

キ
リ
ン
タ
ン
に
好
意
を
示
し
、

ま
た

そ
の
家
臣
に
熱
心
な
キ
リ
シ
タ
ン
を
持

っ
た
三
好
長
慶
が
没
し
、

以

後
そ
の
権
力
を
掌
握
し
た
の
は
、

長
慶
の
在
世
中
よ
り
権
勢
を
強
め

て
い
た
松
永
久
秀
で
あ
つ
た
ｏ

翌
永
禄
八

（
一
五
六
五
）
年
五
月
、

久
秀
は
長
慶
の
部
将
で
あ
っ
た
三
好
二
人
衆
と
結
ん
で
、

将
軍
足
利

キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
を
め
ぐ
る
天
皇
と
統
一
権
力

（村
井
）

中呻的抑埠鱒寺中車一一諦の申中”舶ヤ中４中韓あ（る教卸巾厳

竹「輸昨申砕中中錦枠印中帥”中の中↑”るっ口．牧靴雅スれ舶

確中鞠中抽開で二“の中搾巾寺的の”中一宇咋巾一】中中

八ち鞠納に舶昨久、ガ藤のゎ醇煎御揮諦稗が詠駈狩崎て（生一晦ヽ一
一- 2 -一
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史
苑

（第
四
〇
巻
第
二
号
）

近
江
守

・
営
内
少
輔

・
大
膳
大
夫
を
経
て
、

弘
治
三

（
一
五
五
七
）

年
に
は
従
三
位
に
叙

せ
ら

れ
、

永
禄
三

（
一
五
六
〇
）
年
の
正
月

（四
十
三
歳
）
に
は
、

将
軍
足
利
義
輝
の
執
奏
に
よ
っ
て
童
上
に
加

え
ら
れ
、

永
禄
五

（
一
五
六
二
）
年
の
正
月

（四
十
五
歳
）
に
は
、

正
三
位
に
叙
せ
ら
れ
た
。
⌒ツ
ま
り
、

宣
教
師
追
放
の
倫
旨
が
出
さ
れ

た
永
禄
八

（
一
五
六
五
）
年
に
は
、

正
三
位
の
公
家
だ

っ
た
の
で
あ

る
。

そ
し
て
季
治
は
、

天
文
十
七

（
一
五
四
八
）
年
こ
ろ
よ
り
久
我

庄
預
所
で
あ
り
、

父
祖
以
来
預
所
と
い
う
地
位
を
利
用
し
て
集
め
た

国
畠
、

預
所
職
に
属
す
る
井
料

・
提
料
の
管
理
、

人
夫
諸
役
の
使
役

等
を
背
景
に
、

「
言
裕
」
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。　

ま
た
季
治
が
熱

心
な
法
華
宗
徒
で
あ
つ
た
こ
と
は
、

季
治
の
布
教
に
よ
っ
て
、

近
世

帥
頻
的
談
報
れ
（
村

か
略

村
法
華
宗
徒
の
村
と
な

っ
て
し
ま
つ
た
こ
と
に

こ
の
よ
う
に
公
家
で
あ
り
熱
烈
な
法
華
宗
徒
で
あ
る
竹

内

兄
弟

が
、

天
皇
に
働
き
か
け
宣
教
師
追
放
の
綸
旨
を
獲
得
し
た
。

季
治
が

朝
廷
と
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
、

後
に
季
治
が
織
田
信
長
に

強
筆
帳
印
制
錬
駒
数
響
依 ，こ
貯
一政
的
ギ
張
端
雑
も っ
知
求
れ
（
朝

額
玲

都
暉
車

季
治
は
、

同
じ
く
法
華
宗
徒
で
あ
る
松
永
久
秀
を
動
か
し
、

久
秀
は

京
都
の
法
華
宗
徒
の
勢
力
も
考
慮
し
て
、

宣
教
師
を
京
都
か
ら
追
放

す
る
に
至

っ
た
。

最
初
の

「
伴
天
連
追
放
」
は
、

朝
廷
と
親
密
な
関

係
に
あ
る
竹
内
季
治
ら
の
画
策
を
背
景
に
、

倫
旨
に
よ
っ
て
な
さ
れ

形
で
、

将
軍
の
布
教
許
可
は
く
つ
が
え
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

註（
１

）

一
耽
如
線
年 一
）
剖
榔
軸
欺
訳

『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
３
』
（中
央
公
論
社
・

同
右
　
一〈
八
頁
。

同
右
　
一二
一
頁
。

九
療

榔
峻

廂

一与
加
歌
垢

教

史
の
研
究

』

（教

育
研
究
会

・

一
九

二
八
年
）

（
５

）

こ
範

抑

花

は

「
室

町

家

（仰
内

書

案

」

に

そ

の

写

し

が

伝

わ

つ
た

。

た
の
で
あ
る
。

京
都
か
ら
追
放
さ
れ
て
堺
に
落
ち
の
び
た
宣
教
師
た
ち
は
、

以
後

帰
京
す
る
た
め
に
様
々
な
方
法
で
朝
廷
に
働

き

か

け

た
。

実
際
に

は
、

宣
教
師
は
松
永
久
秀
に
よ

っ
て
追
放
さ
れ
て
お
り
、

ま
た
宣
教

師
の
側

（
も

箕
れ
を

「
霜
台
弾
正
殿
が
そ
の
張
本
人
」
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
た
が
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

天
皇
に
よ

っ
て
追
放
さ
れ

た
こ
と
を
深
刻
に
受
け
と
め
、

帰
京
を
許
す
詔
勅
が
な
く
て
は
帰
京

が
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
い
だ
。

そ
し
て
宣
教
師
側
は
大
友
義
鎮
、

篠
原
長
房
ら
を
通
じ
て
、

公
家
た
ち
に
帰
京
を
許
可
す
る
倫
旨
の
獲

得
を
願
う
の
だ
が
、

公
家
た
ち
は
キ
リ
シ
タ
ン
に
敵
対
す
る
態
度
を

変
え
て
い
な
い
。
フ
ロ
イ
ス
は
、

（
万

堕
小
路
権
房

・
輔

房

父

子

が

「
最
悪
の
敵
」
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

惟
房
の
叔
母
栄
子
は
正
親

町
天
皇
の
生
母
で
あ
り
、

妹
房
子
は
天
皇
の
後

宮

に

は

い
っ
て
い

た
。
し
た
が

っ
て
万
里
小
路
父
子
は
、

天
皇
の
外
戚
と
し
て
朝
廷
内

で
重
き
を
な
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

当
時
、

天
皇
及
び
周
辺
の
公

家
は
、

二
、

三
の
例
外
を
除
い
て
は
、

キ
リ
シ
タ
ン
に
敵
対
し
て
い

た
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、

室
町
末
期
に
お
い
て
は
、

キ
リ
ス
ト
教
布
教
は

将
軍
足
利
義
輝
に
よ

っ
て
許
可
さ
れ
、

新
宗
派
に
対
し
て
威
圧
力
を

保
持
し
て
い
た
比
叡
山
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

将
軍
の
布
教
許

可
は
尊
重
さ
れ
た
。
し
か
し
将
軍
暗
殺
と
い
う
混
乱
状
態
の
中
で
、

比
叡
山
の
意
向
や
法
華
宗
徒
の
働
き
か
け
に
よ

っ
て
、

倫
旨
と
い
う

蘇
会
士
日
本
通
信
上
巻
』
・
雄
松
堂
書
店

・
一
九
六
六
年
）
一
〓
二
―

一

一
四
頁
。

（７
）

『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
３
』

一
七
七
十

一
七
九
頁
。

（８
）

こ
の
綸
旨
に
よ
る

「伴
天
連
追
放
」
は
日
本
側
史
料
に
も
記
さ
れ
て

い
る
。

「
七
月
五
日
、

今
日
三
好
左
京
大
夫
、　

松
永
右
衛
円
佐
以
下
悉

罷
下
云
々
、

今
日
左
京
大
夫
禁
煙
女
房
奉
書
申
出
、

大
ウ
ス
逐
払
云
々
」

合
言
継
抑
記
』
三
ノ
五
一
四
頁
）。
「五
日
。

み
よ
し
み
な
み
な
く
た
り

た
る
よ
し
さ
た
あ
り
。

大
う
す
は
ら
ひ
た
る
よ
し
。

み
よ
し
中
。」

翁
御

湯
殿
上
の
日
記
』
六
ノ
三
六
七
十
三
六
八
頁
）
。

（
９
）

『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
３
』
三
二
三
十
三
三
四
頁
。

（
１０
）

杉
山
博

『庄
園
解
体
過
程
の
研
究
』
（東
京
大
学
出
版
会

・
一
九
五
九

年
）

一
一
〇
―

一
二

一
頁
。

（
１１
）

同
右
　
十
一
五
頁
。

『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
４
』
（
一
九
七
八
年
）

一
三

一
頁
。

『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
４
』
八
頁
。

同
右
　
一二
四
頁
。

同
右
　
七

一
頁
。

4  3  2

菊

髄

難

甲
乙
人
等
乱
入
狼
落
事

寄
宿
事
付
悪
日
事

相
懸
非
分
課
役
事

右
条
々
堅
被
停
止
諸
、

若
違

犯
葺
者
、

速
可
被
処
罪
科
之

由
所
被
仰
下
也
、

拠
下
知
如

件
永
禄
三
年

左
衛
円
尉
藤
原

対
馬
守
平
朝
臣

令
改
定
史
籍
集
覧
』
二
七
冊

・
六
五
二
頁
）
。

（
６
）

『
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
３
』
二
〇
六
―

二
〇
九
頁
。

宣

五
六
四
年
十
月

九
日
付
、

平
戸
発
、

イ
ル
マ
ン
・
ジ
ヨ
ア
ン
・
フ
エ
ル
ナ
ン
デ
ス
よ
り

支
那
。

なマ
ル
オ

の
実
パ
ー
ド
レ
に
贈
り
し
書
動
」
（村
上
直
次
郎
訳

『耶

ン
タ
ン
禁
制
を
め
ぐ
る
天
皇
と
統

一
権
力

（村
井
）

二

永
禄
十

一
（
一
五
六
八
）
年
九
月
、

織
回
信
長
は
足
利
義
昭
を
擁

し
て
京
都
に
入
り
、

三
好
三
人
衆
を
阿
波
に
追
い
落
し
、

松
永
久
秀

を
降
服
さ
せ
た
。

十
月
、

義
昭
は
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

翌
永
禄
十
二

（
一
五
六
九
）
年
四
月
、

既
に
キ
リ
シ
タ
ン
に
な
っ

て
い
た
高
山
飛
騨
守

（右
近
の
父
）
と
、

飛
騨
守
と
親
し
く
義
昭
擁

14 13 12
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史
苑

（第
四
〇
巻
第
■
号
）

立

・
信
長
入
溶
に
功
の
あ
っ
た
和
国
惟
政
と
の
尽
力
に
よ
っ
て
、

フ

ロ
ィ
ス
は
上
京
し
信
長

・
義
昭
に
謁
し
た
。　

そ
し
て
、

四
月
八
日

（
一
五
六
九
年
四
月
二
十
四
日
）
に
は
宣
教
師
の
京
都
で
の
居
住
を

許
可
し
保
護
を
与
え
る
と

い
う
信
長
の
朱
印
状
が
、

四
月
十
五
日

（
十
五
六
九
年
五
月

一
日
）
に
は
義
昭
の
制
札
が
出
さ
れ
た
。

宣
教

師
は
信
長

・
義
昭
に
よ
っ
て
、

再
び
京
都
で
の
居
住
が
許
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
音
一教
師
の
帰
京

競
報
的
“
↓
こ
（
天

控
切

反
対
が
あ
つ

た
と
い
う
フ
ロ
イ
ス
の
指
」摘
に
、

四
月
下
旬
、

フ
ロ
イ
ス
と
イ
ル
マ
ン
・
ロ
レ
ン
ソ
と
は
、

信
長
の

面
前
で
信
長
の
側
近
に
あ
っ
た
朝
山
日
乗
と
宗
論
を
交
え
て
、

こ
れ

に
勝
利
を
お
さ
め
た
。
こ
の
後
ま
も
な
く
、

信
長
は
岐
阜
に
向
か
っ

て
京
都
を
出
発
し
た
が
、

信
長
の
不
在
中
に
日
乗
ら
の
画
策
に
よ
っ

て
、

四
月
二
十
五
日
（
一
五
六
九
年

だ
朔

一
日
）
、

再
び
正
親
町
天
皇

ょ
り
宣
教
師
追
放
の
倫
旨
が
下
さ
れ
た
。

以
下
、

こ
の
倫
旨
を
め
ぐ

る
動
き
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
ｏ

綸
旨
獲
得
に
直
接
に
働
き
か
け
た
朝
山
日
乗
は
、

天
文
年
間

（
一

五
三
二
―

一
五
五
五
）
に
滅
亡
し
た
出
雲
の
豪
族
朝
山
氏
の
出
身

で
、

夢
想
に
よ
り
禁
一異
修
理
を
志
し
、

弘
治
元

（
一
五
五
五
）
年
、

上
洛
し
て
梶
井
宮
で
出
家
し
、

後
奈
良
天
皇
よ
り
上
人
号
を
与
え
ら

れ
た
と
い
う
人
物
で
あ
る
。

日
乗
は
禁
中
に
出
入
り
す
る
と
同
時
に

室
町
幕
府
の
使
僧
を
つ
と
め
、

豊
芸
和
睦
等
に
関
係
し
た
。

ま
た
永

禄
十

一
（
一
五
六
八
）
年
、

信
長
が
上
洛
す
る
と
そ
の
使
僧
と
な
り
、

を
払

っ
た
点
は
看
週
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

宣
教
師
が
信
長
の
保
護
を
確
実
に
し
た
後
、

日
乗
は
、

終
始
キ
リ

ン
タ
ン
に
好
意
を
寄
せ
、

そ
の
保
護
の
た
め
に
尽
力
し
た
和
国
権
政

と
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
結
果
、

日
乗
の
議
訴
に
よ
っ
て
、

一
時
催
政
は
信
長
の
寵
を
失

っ
た
。

そ
の
際
に
、

日
乗
が

「
内
一異
の

犠
攻
に
あ
た
る
」
万
里
小
路
惟
房
と
連
携
し
た

こ
と

は
注
目
さ
れ

る
。

日
乗
は
、

天
皇
及
び
周
辺
の
公
家
と
結
ん
で
、

キ
リ
シ
タ
ン
排

斥
を
画
策
し
た
の
で
あ
る
。

以
後
、

元
亀
二

（
一
五
七

一
）
年
に
は
パ
ア
デ
レ
・
オ
ル
ガ
ン
テ

ィ
ー
ノ
を
京
都
に
迎
え
、

天
正

三

（
一
五
七
五
）
年
に
は
、

信
長
の

援
助
の
も
と
に
聖
堂
の
建
設
が
始
め
ら
れ
、

翌
天
正
四
全

五
七
六
）

年
に
密
成
し
、

京
都
で
の
布
教
は
隆
盛
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

同
年
、

フ
ロ
イ
ス
は
京
都
を
去
り
、

か
わ
つ
て
パ
ア
デ
レ
・
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
・
ス
テ
フ
ア
ノ
ェ
ヨ
が
来
任
し
た
。

そ
し
て
天
正
九

（
十
五

八

一
）
年
春
、

巡
察
師
ヴ
ア
リ
エ
ア
ー
ノ
が
フ
ロ
イ
ス
ら
を
引
き
つ

れ
上
洛
し
、

信
長
を
訪
間
し
、

歓
待
を
受
け
た
。
さ
ら
に
ヴ
ア
リ
ニ

ァ
ー
ノ
は
安
上
に
も
赴
き
、

安
上
を
去
る
に
あ
た
つ
て
、

信
長
よ
り

「
予
の
思
い
出
と
な
る
も
の
」
と
し
て
狩
野
永
徳
筆
と
伝
え
ら
れ
る

安
土
城
房

姻
髪
鞭
ら
れ
た
。
こ
の
界
風
は
、

「
内
一異
は

そ
れ
を
見
よ

ぅ
と
し
て
、

彼
に
伺
い
を
立
て
、

気
に
入

っ
た
の
で
譲
渡

さ

れ

た

い，一雑』強いす駒蜘収力め駒守なつ（そゆ玲望
（をかなえる

キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
を
め
ぐ
る
天
皇
と
統

一
権
力

（村
井
）

ロ
イ
ス
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

端張醜庁政熾心晩一執崎晩義嬬」弔いなな浮
つを瑚嚇“】”　・６

ф中中中抑］義りに一任でを中るっぇ一印中韓え（ての中抑敗榊け兼

ら
が
連
携
し
て
、

倫
旨
の
威
力
を
背
景
に
布
教
の
妨
書

・
宣
教
師
の

る
よ
う
な
権
限
を
保
持
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
　

一

中十中中ヤ『中”触議唯鞠輸覗駒在い知帥鞠能嚇瑠映確的　ャ

註



史
苑

（第
四
〇
巻
第
二
号
）

（３）一中小”錦ヤ咋い卸競搬一即曜伊
一日間オ妹キ約文．判頼左
一―五・

≡兜
零
ィ確

軽
て
〓
票

（
６
》

同
右
　
一一
一
五
頁
。

一
８ ７
一

皇
諭
れ
す
」
キ
一
中
卓
一
一
（

兄 九
弁
”

晩
希
坊
里
小
略
確
房
は
、

正
親
町
天

一七
八
年
）

一
〓
二
頁
。

術
を
学
び
、

天
文
十
九

（
一
五
五
〇
）
年
頃
に
は
、

日
本
に
お
け
る

李
朱
医
学
を
大
成
し
た
。

天
文
十
四

（
十
五
四
五
）
年
に
は
京
都
に

帰
り
、

還
俗
し
て
医
者
を
開
業
し
た
。

翌
天
文
十
五

（
一
五
四
六
）
年
に
は
、

将
軍
足
利
義
藤

（義
輝
）

に
謁
し
、

以
後
義
輝
と
密
接
な
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
、

さ
ら
こ

鞠判報窃討轍晩執鈴な唯竹張雑噂駒埴雑わ晦鴻粂ギが子受瑚

に
医
術
を
教
育
し
、

の
ち
に

そ
の
円
弟
八
百
人
に
及
ぶ
と
言
わ
れ

た
。仕崚．雅徹義韮」出．晦妹的十年に、道三は初めて皇室に参

よ
う
に
な
り
、

天
正
三

（
一
五
七

四
）
年
に
は
、

そ
の
著
書

『
啓
迫
集
』
を
正
親
町
天
皇
の
叡
覧
に
供

し
て
賞
讃
さ
れ
、

翠
竹
院
の
号
を
賜
わ
つ
て
い
る
。

加鯨嫌的中（肇晦妹（二貯詐↓嘩一中中帥”な（し芸一準卸中帥中印

敗一軸崎雛敗殉膝『竣玲輔印一元就等の要望によつて、家

門
繁
栄
の
方
策
に
つ
い
て
の
意
見
書
も
呈
出
し
て
い
る
。

韓
巾
”
巾
い

一
”
嘩
咋
』
イ
中
中
印
一
巾
巾
隼
中
わ
中
ｒ

政 ら 天
集
家 重 。
と ん 将

‐

し
て
の
才
能
も
あ

つ
た
。
さ
ら
に
道
二
は
当
代
第

一
流
の
文
化
人
で

は

（日
本
の
）
神
々
の
敵
で
あ
り
、

神
々
を
悪
魔
呼
ば
わ
り
し
ヽ

ま
さ
し
く
そ
の
お
怒
り
を
招
く
教
え
で
あ
る
」
と
述
べ
電
ゃ

天
皇
が
キ
リ
シ
タ
ン
を
日
本
の
神
々
の
敵
と
し
て
、

そ
の
た
め
に

道
三
の
入
信
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
と
フ
ロ
イ
ス
に
よ
つ
て
考
え
ら

れ
た
点
は
、

看
遇
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

天
正
十
五

（
一
五
八
七
》
年
六
月
十
九
日
付
で
、

秀
吉
は
九
州
平

定
の
帰
途
、

筑
前
箱
崎
に
お
い
て
伴
天
連
追
放
令
を
発
布
し
た
。

そ

駒
噂
儀 ．
導
雅
和
可 「然
（
日

義
鞄
鞠
湘
焼

キ
あ
（
以 処

套
「

地
壮
物
榔
舶
勤
卿
睦
雌

に

「
神
国
」
が
現
わ
れ
て
く
る
の

で
は
こ
の

「
神
国
」
の
内
容
に
つ
い
て
、

宣
教
師
側
は
ど
の
よ
う

に
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

小
豆
島
に
潜
伏
し
た
オ
ル
ガ
ン

テ
ィ
ー
ノ
は
、

同
年
十
二
月
発
信
の
書
簡
の
中
で
、

秀
吉
の
伴
天
連

追
放
令
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

暴
君

（関
自
）
は
、

我
ら
に
対
し
て
公
布
し
た

（条
）
令
の
中

で
、

我
ら
が
説
く
教
え
は
悪

銃
の

為
効
で
あ
り
、

我
ら
は
、

日

本
人
が
当
初
か
ら
崇
拝
す
る
神
、

仏
の
偶
像
の
教
え
に
反
す
る

こ
と
を
説
き
、

そ
の
寺
社
を
破
壊
し
た
の
で
我
ら
を
追
放
す
る

の
だ
と
言
い
、

内
裏
の
公
家
た
ち
が

（神
仏
を
尊
崇
す
る
を
）

慣
習
と
す
る
こ
と
を
も

っ
て

（自
ら
の
言
葉
が
）
正
当
で
あ
る

こ
と
の
証
し
と
し
ま
し（理
。

翌
天
正
十
六
年
三
月
十
三
日
（
一
五
八
八
年
四
月
八
日
）
、

フ
ラ
ン

三

天
正
十

（
一
五
八
二
）
年
、

織
田
信
長
は
明
智
光
秀
に
よ
つ
て
本

能
寺
に
横
死
し
、

以
後
豊
出
秀
吉
が
全
国
統

一
を
進
め
る
こ
と
に
な

る
。

以
下
、

豊
臣
政
権
下
の
キ
リ
シ
タ
ン
と
天
皇
と
の
関
係
に
つ
い

て
み
て
い
こ
つヽ
ｏ

天
正
十
二

（
一
五
八
四
）
年
、

曲
直
瀬
道
三
が
パ
ア
デ
レ
・
オ
ル

ガ
ン
テ
イ
ー
ノ
に
つ
い
て
洗
礼
を
受
け
た
ｏ

曲
直
瀬
道
三
は
、

永
正
四

（
十
五
〇
七
）
年
に
京
都
で
生
れ
、

相

国
寺
に
は
い
り
禅
僧
と
な
っ
た
が
、

享
禄
元

（
十
五
二
八
）
年
、

二

十
二
歳
の
時
に
関
東
に
下
り
、

足
利
学
校
に
入
学
し
た
ｏ

足
利
滞
在

中
に
、

入
明
し
て
李
呆

・
朱
震
亨
の
医
術
な
学
ん
で
帰
朝
し
た
田
代

三
喜
の
門
に
入
り
、

十
年
余
り
当
時
と
し
て
最
も
斬
新
な
李

・
朱
医

あ
り
、

と
り
わ
け
茶
の
湯
の
た
し
な
み
も
深
か
っ
た
ｏ

こ
の
よ
う
な
道
三
が
、

天
正
十
二
貧

五
八
四
）
年
に
パ
ア
デ
レ
・

ベ
ル
シ
ョ
ー
ル
・
デ

・
フ
イ
ゲ
イ
ン
ド
を
治
療
し
た
こ
と
が
機
緑
と

な
っ
て
、

同
年
十

一
月
に
入
信
し
た
ｏ

こ
の
道
三
の
入
信
に
つ
い
て

は
、　

十
五
八
五
年
八
月
二
十
七
日

（天
正
十

（
三

算
八
月
三
日
）
付
、

張
軸
堵
ゲ
記
（
ィ

難
感
外 ス
唯

総
会
長
宛
フ
ロ
イ
ス
談
簡
と
ヽ

そ
の
著

『
日

十、
他
の
宣
教
師
の
記
述
も
、

国
内
の
史
料
も

一
切
存
在
し
な
い
。

道
三
は
文
禄
三

（
一
五
九
四
》
年
正
月
四
日
に

没
し
た
が
、

そ
の
死
に
至
る
十
年
あ
間
に
は
、

秀
吉
よ
り
伴
天
連
追

放
令
が
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
伴
天
連
迫
放
令
の
儀
牲
者
と

し
て
の
道
三
の
名
前
は
宣
教
節
の
記
録
に
も
現
れ
ず
、

ま
た
伴
天
連

道
放
令
が
出
さ
れ
る
に
際
し
て
大
き
な
役
割
を
果
し
た
と
言
わ
れ
る

施
薬
院
全
宗
は
、

道
三
の
弟
子
の

一
人
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、

道

三
の
入
信
は
疑
間
視
す
る
こ
と
も
で
き
（犯
ｏ

た
だ
道
三
の
入
信
が
、

フ
ロ
イ
ス
の
誤
解
や
誇
張
に
よ
る
も
の
だ
と
し
て
も
ヽ

次
の
記
述
に

留
意
し
た
い
と
思
う
。

道
三
が

（キ
リ
シ
タ
ン
に
）
改
宗
し
た
と
の
報
せ
は
、

日
本
全

国
最
高
の
国
王
で
あ
る
牟
（ご
量
の
耳
に
達
し
た
。

そ
の
件
は
、

デ
ウ
ス
の
教
え
の
敵
で
あ
る
異
教
徒
た
ち
に
よ
つ
て
、

（天
）
皇

の
詐
で
は
悪
意
に
解
釈
さ
れ
た
の
で
、

（天
）
皇
は
そ
の
こ
と
で

一
人
の
使
者
を

（道
三
の
と
こ
ろ
に
）
遣
わ
し
、

「
キ
リ
シ
タ
ン

の
教
え
は
、

道
三
を
弟
子
と
す
る
に
よ
さ
わ
し
く
な
い
。

そ
れ

キ
ッ
シ
タ
ン
禁
制
を
め
ぐ
る
天
皇
と
統
一
権
力

（村
井
）
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史
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シ
ス
コ
・
ガ
ル
セ
ス
ら
は
大
坂
域
で
秀
吉
に
謁
し
た
ｏ

そ
の
際
に
秀

吉
は
宣
教
師
追
放
の
理
由

に
つ
い
て
、

「
な
ん
と
な
れ
ば
、

伴
天
連

らは日本国の基礎を破壊す懐いれ嘘ダ計始的鵜鞭巧軸抑ウ

中幼中印中中中的中十帥中中れ中予約味説中義ば弾頓囃”

る
も
の

（と
言
え
る
こ

と
語

っ
て
い
る
。

ま
た
同
年
五
月
末
日
付

書
簡
で

オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
は
、

「
こ
の

悪
魔
の
よ
う
な
暴
君

（秀
吉
）
の
希
望
す
る
こ
と
は
、

己
れ
を
日
本

の
偶
像
に
祭
り
上
げ
る
こ
と
で
、

そ
ぅ
す
る
こ
と
に
よ

つ
て
自
ら
の

記
憶
を
永
久
に

（地
上
に
）
留
め

（得
る
と
考
え
て
い
ま
す
）
。
ｉ
…

彼
は
、
今
一人
の
だ
直
”狩
地
に
な
ろ
う
と
し
、
（ま
さ
し
く
）
そ
の

鞠聯幸幹的準粕
（に替【かれること》を欲しているからです」

以
上
の
よ
う
な
宣
教
師
側
の
発
言
か
ら
、

「
神
国
」
の
内
容
が
次

の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
ｏ

そ
れ
は
、

日
本
の
主

は
神
々
で
あ
り
、

そ
の
神
々
＝
神
仏
―
―
神
仏
習
合
思
想
に
よ
っ
て

神
＝
仏

と
し
て
考
え
て
よ
い
―
―
を
天
皇

。
公
家
が
尊
崇
し
て
お

り
、

神
々
＝
偶
像
の
筆
頭
に
天
照
大
神
が
位
置
し
、

秀
吉
は
天
照
大

神
に
匹
敵
す
る
神
に
な
ろ
う
と
欲
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
の
教
え
は
、

こ
の
よ
う
な

「
神
国
」
に
反
す
る
も
の
と

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

秀
吉
の
主
張
す
る

「
神
国
」
に
は
、

絶
対
者

「
秀
吉
神
」
の
支
配

す
る

「
天
下
」
の
意
味
が
含
め
ら
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

秀
吉
は

天
下
統

一
が
現
実
の
日
程
に
の
ぼ
っ
た
天
正
十
三

（
一
五
八
五
）
年

頃
か
ら
、

自
ら
の
生
誕
に
関
す
る
落
胤
説
、

日
輪
物
語
等
の
神
話
を

作
り
上
げ
て
い
つ
た
ｏ

そ
し
て
対
外
的

・
対
肉
的
と
も
に
太
陽
神
を

（
自

換
し
、

ま
さ
に

「
今

一
人
の
天
照
大
神
」
に
な
ろ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
こ
の

「
秀
吉
神
」
は
、

天
照
大
神
を
初
め
と
す
る
様

々
な
神
々
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、

秀
吉
は
そ
の
存

在
を
前
提
と
し
て
、

神
々
の
序
列
の
頂
点
に
立
つ
天
照
大
神
的
な
神

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

事
実

秀
吉
は
死
後
遺
言
に
よ
つ
て
、

「
八

幡
大
菩
薩
」
と
し
て
祀
ら
れ
、

死
後

一
年
近
く
た
つ
て
か
ら
、

遺
言

と
は
異
な
り
、

朝
延
か
ら

「
豊
国
大
明
神
」
と
い
う
神
号
が
下
賜
さ

れ
た
。　

こ
の
よ
う
に
秀
吉
の
意
志
は
、

「
八
幡
大
菩
産
」
と
し
て
祀

ら
れ
る
こ
と
に
あ
り
、

神
々
の
序
列
の
中
に
自
ら
を
位
置
づ
け
る
こ

と
に
あ
つ
た
ｏ

そ
れ
ゆ
え
に
秀
吉
は
、

天
照
大
神
の
子
孫
＝
天
皇
の

存
在
を
否
定
せ
ず
に
、

）天
皇
に
匹
敵
す
る
も
の
と
し
て
自
己
を
神
格

化
し
た
と
も
い
え
よ
（把
ｏ

伴
天
連
追
放
令
に
先
立

っ
て
、

正
親
町
天
皇
は
キ
リ
シ
タ
ン
が
日

本
の
神
々
の
敵
で
あ
る
ゆ
え
に
、

曲
直
瀬
道
三
の
入
信
を
阻
止
し
よ

ぅ
と
し
た
が
、

秀
吉
も
ま
た
キ
リ

ン
タ
ン
が
、

自
ら
が
そ
の
序
列
の

頂
点
に
立
と
う
と
試
み
た
日
本
の
神
々
に
反
す
る
ゆ
え
に
、

そ
の
排

撃
を
宣
言
し
た
の
で
あ
る
ｏ

註（
．

）
Ｏ

聴

洛

義

己

「
曲

直

瀬

二

）快
道

三

と

足

利

義

輝

」

３

日

本

歴

史

』

二

五

3  2
（
４
）

村
上
直
次
郎
訳

・
柳
谷
武
夫
編
輯

『
イ
エ
ズ
ス
会
日
本
年
報
下
』
（獲

松
堂
書
店

・
一
九
六
九
年
）
五

一
十
五
七
頁
。

（
５
）

「
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
５
』

一
七
八
―

一
九
〇
頁
。

（
６
）

海
老
沢
有
道
氏
は
、

フ
ロ
イ
ス
が
書
簡
及
び
そ
の
著

『
日
本
史
』
に

道
三
の
入
信
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

道
三
の
入
信
を
肯
定
し
、

日

本
側
史
料
が
存
在
し
な
い
点
に
つ
い
は

「
日
本
側
史
料
に
於
け
る
キ
リ

シ
タ
ン
関
係
記
事
の
貧
困
は
今
更
云
ム
迄
も
な
い
」
と
さ
れ

て
い
る

名
切
支
丹
の
社
会
活
動
及
南
蛮
医
学
』
。
一
九
四
四
年

・
二
六
三
―
二

六
五
頁
）
。

大
鳥
蘭
三
郎
氏
も

フ
ロ
イ
ス
書
簡
を
検
討
し
て
、

そ
の
入

信
を
肯
掟
し
て
お
ら
れ
る
令
曲
直
瀬

一
渓
道
二
の
入
信
問
題
に
赫
て
≡

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
〓
二
〇
七
号
）
。

服
部
敏
良
氏
は
、

「道
三
の
入
信

は
フ
ロ
イ
ス
の
書
協
以
外
に
、

こ
れ
を
確
証
す
る
史
料
は
存
在
し
な
い

が
、

き
り
と
て
、

こ
れ
を
不
一定
す
る
に
足
る
史
料
の
出
現

せ
ざ
る
限

り
、

こ
れ
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
…
　
道
三
入
信
の
事
実
は
否
定
し

得
な
い
と
し
て
も
、

道
三
が
心
か
ら
ヤ
ソ
教
に
帰
依
し
、

ヤ
ソ
教
を
信

仰
し
て
洗
礼
を
受
け
た
と
言
う
よ
り
も
、

む
し
ろ
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
あ
る

い
は
日
本
人
イ
ル
マ
ン
よ
り
西
洋
の
事
情
を
聞
き
、

あ
る
い
は
西
洋
医

学
へ
の
探
求
心

・
好
奇
心
を
湧
か
し
、

す
す
め
ら
れ
る
ま
ま
に
洗
礼
を

キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
を
め
ぐ
る
天
皇
と
統

一
権
力

（村
井
）

同
右
。

宮
本
義
己

「曲
直
瀬

一
渓
道
三
と
茶
道

一
―
三
」
令
茶
道
雑
誌
』
第

二
十
五
巻
八
―

十
号
）
に
は
、

「
一
代
に
し
て
医
学
の
名
門
曲
直
液
家

を
創
立
し
た

一
渓
道
三
の
茶
の
湯
執
心
の

一
因
が
　
　
を
至
晏
や
当
世
の

有
力
者
と
の
交
際
を
確
保
す
る
た
め
の
、

必
要
な
手
段
で
あ
つ
た
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。

一- 10 -
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史
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四

以
上
の
よ
う
に
豊
臣
政
権
下
に
あ
つ
て
、

キ
リ
シ
タ
ン
は
統

一
権

力
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
排
除
の
根

拠
と
し
て

「
神
国
」
が
持
ち
出
さ
れ
、

キ
リ
シ
タ
ン
排
除
を
め
ぐ

っ

て
、

統

一
権
力
と
天
皇

・
朝
廷
と
が
結
び
つ
く
傾
向
が
出
て
く
る
。

そ
し
て
こ
の
傾
向
が
徳
川
政
権
下
に
引
き
つ
が
れ
、

よ
り
明
確
な
形

を
と
つ
て
く
る
の
で
あ
る
。

慶
長
十
七

（
十
六

十
二
）
年
三
月
の
岡
本
大
八

〓
件
を
契
機
と
し

て
、

江
戸
幕
府
は
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
し
て
黙
認
よ
り
弾
圧
へ
と
転
換

す
る
。

同
年
八
月
末
日
付
で
全
国
に
禁
令
が
発
せ
ら
れ
、

翌
慶
長
十

八
年
十
二
月
二
十
三
日

（
一
六

一
四
年
二
月

一
日
）
に
は
、

崇
伝
起

草
の

「
排
吉
利
支
丹
文
」
が
出
さ
れ
た
。

崇
伝
は

こ
の
中
で
、

「
日

本
者
神
国
仏
国
而
尊
神
敬
仏
、

専
仁
義
之
道
、

匡
善
悪
之
法
」
と
三

教

一
致
思
想
に
よ
る
神
国
論

を
展
開
す
る
。　

そ
し
て
キ
リ
シ
タ
ン

は
、

そ
の
よ
う
な
神
国

・
仏
国
に
反
す
る
が
ゆ
え
に
排
除
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
が
、

さ
ら
に
神
国

・
仏
国
に
反
す
る
キ
リ
シ

タ
ン
を

「
歴
代
列
祖
不
奈
」
と
記
し
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
こ

れ
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
は
困
難
だ
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
歴
代

列
祖
＝
天
皇
が
、

神
国

・
仏
国
に
反
す
る
も
の
と
し
て
キ
リ
シ
タ
ン

を
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
た
。

幕
府
は
キ
リ
シ
タ
ン
排
除
の
音
一言

私
た
ち
の
宗
教
か
ら
日
本
を
救

っ
て
く
れ
た
こ
と
に
対
す
る
天

照
大
神

へ
の
感
謝
の
表
わ
れ
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
と
思
う
と

私
に
語
り
、

彼
ら
は
私
た
ち
を
追
放
し
た
こ
と
や
有
馬
の
領
内

で
多
数
の
キ
リ
シ
タ
ン
を
殺
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

キ
リ
ス
ト

教
は
全
く
消
滅
し
た
と
信
じ
て
い
ま
し
た
ｏ
こ
れ
が
さ
ら
に
確

実
で
あ
る
と
思
わ
せ
た
の
は
、

左
兵
衛
が
私
た
ち
の
追
放
や
あ

る
聖
人
た
ち
の
死
を
宣
告
し
た
者
で
あ
る
、

と
い
う
事
実
で
あ

り
ま
す
。

彼
は
、

常
に
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
憎
悪
を
抱
き
、

そ
れ
を
示
し
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
、（妙
勢
国
の
生
ま
れ
で
あ

り
、

天
照
大
神
に
深
く
帰
依
し
て
い
ま
す
ｏ

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、

伊
勢
曜
り
の
際
に
唱
う
べ
き
歌
が
宮

廷
＝
幕
府
か
ら
命
ぜ
ら
れ
、

そ
の
中
で
異
国
か
ら
の
侵
略
の
排
除
に

日
本
＝

「
神
国
」
が
持
ち
出
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
伊
勢
躍
り
が
天

照
大
神
が
キ
リ
シ
タ
ン
を
排
除
し
た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
の
踊
り
で

あ
る
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

慶
長
十
九

（
一
六

一
四
）
年
よ
り
始
ま

っ
た
伊
勢
躍
り
に
幕
府
が

関
与
し
た
と
い
う
日
本
側
の
記
録
は
無
く
、

む
し
ろ
後

に
寛

永

元

（
一
六
二
四
）
年
に
は
、

幕
府
か
ら
伊
勢
躍
り
に
対
し
て
禁
制
が
出

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
伊
勢
躍
り
と
キ
リ
シ
タ
ン
排
除
が
関
係
が
あ
る

と
い
う
点
も
、

日
本
側
の
史
料
で
は
確
認
で
き
な
い
。

義
陶韮晩簾
中製
騨
揃
一亜犠
覇
朝

キ
リ
ン
タ
ン
禁
制
を
め
ぐ
る
天
皇
と
統

一
権
力

（村
井
）

文
の
中
に
、

天
皇
の
役
割
を
位
置
づ
け
た
と
い
え
よ
う
ｏ

慶
長
十
九

（
一
六

一
四
）
年
八
月
よ
り
翌
元
和
元

（
一
六

一
五
）

年
に
か
け
て
、

伊
勢
躍
り
が
伊
勢
、

京
都
、　

阿
波
、　

土
佐
、　

名
古

屋
、

駿
府
に
大
流
行
し
た
ｏ

元
和
七

（
一
六
二
一
）
年
、

日
本
イ
エ

ズ
ス
会
管
区
長

パ
ア
デ
レ
・
マ
テ
ウ
ス
・
デ

・
コ
ウ
ロ
ス
は
長
崎

で
、

日
本
に
お
け
る
キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
の
諸
原
因
に
関
す
る
報
告

を
、

イ
エ
ズ
ス
会
総
長
に
宛
て
て
記
し
た
が
ヽ

そ
の
中
で
伊
勢
躍
り

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

一
六

一
四
年
に
聖
福
音
の
諸
使
徒
が
マ
カ
オ
や
フ
イ
リ
ピ
ン

に
追
放
さ
れ
た
何
力
月
か
後
、

内
府
の
命
令
に
よ
つ
て
、

こ
の

〔
日
本
の
〕
島
々
や
そ
の
諸
町
村
の
全
般
に
わ
た
つ
て
、

異
教

鞠勢中中中中抑車時樺印中嘘統敢酌難け帥聰湘範陸嚇

“
わ
れ
ま
し
た
ｏ

踊
り
ま
わ
る
時

に
、

踊
り
に
合
わ
せ
て
何
か
の
歌
を
唱
う
の
が
日
本
人
の
習
慣

で
ぁ
り
ま
す
か
ら
、

そ
の
時
も
踊
り
に
唱
う
べ
き
歌
が
宮
廷
か

ら
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
ｏ

そ
の
歌
の
意
味
は

「
異
国
の
野
蕃
人
が

日
本
を
奪
い
に
来
た
。
し
か
し
神
の
国
で
あ
る
か
ら
そ
れ
は
で

き
な
い
だ
ろ
う
。　

立
ち
去
れ
、

立
ち
去
れ
。」

と

い
う
こ
と
で

ぁ
り
ま
す
。

一
六

一
五
年
に
私
が
日
本

へ
戻

っ
た
と
き
に
、

身
分
の
高
い

数
多
の
人
々
が
、

こ
の

一
般
的
な
踊
り
と
そ
の
歌
は
私
た
ち
や

多抽噸いいれつを，こす『中中中小中毒車〕般”芽すだ皇弾中『ル〕

『義中祖こン中昨帥雅仰車』『岐時的印印中中中中抑榊お拘践

で
は
当
時
の
天
皇

・
朝
廷
は
、

キ
リ
シ
タ
ン
に
対
し
て
ど
の
よ
う

―- 12 -―

―- 13 -



史
苑

（第
四
〇
巻
第
二
号
》

な
態
度
を
と
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

慶
長
十

（
一
六
〇
五
）
年
、

後
陽

成
天
皇
は
パ
ア
デ
レ
ら
の
諸
機
械
と
地
球
儀
と
に
興
味
を
持
ち
、

パ

”
ゅ
ゎ
取
れ
（
そ

勧
靴

天 っ
禁
中
一黎
『
雑
顛
錦
敬
鞠
義
俸
娘
晦
北
噺
控
勺
々

大
名
京
極
高
知
の
女
で
、

そ
の
典
医
は
同
じ
く
信
者
の
本
郷
意
伯
で

ぁ
っ
た
。

意
侑
は
禁
裡
仙
一桐
御
所
に

ぶ
υ洞

公

し
、

後
に
寛
泳
十

一

（
一
六
三
五
）
年
に
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
ｏ

後
陽
成
天
皇
や
八
条
言

が
キ
リ
シ
タ
ン
に
対
し
て
好
意
的
で
あ
つ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

私

は
、

パ
ジ
ェ
ス
が

『
日
本
切
支
丹
宗
門
史
』
の

一
六

一
三

（慶
長
十

八
）
年
の
条
に
記
し
た
次
の
箇
所
に
注
目
し
た
い
。

京
都
で
は
、

御
自
ら
二
つ
の
尼
院
の
長
に
あ
ら
せ
ら
れ
た
内
裏

難
歎
ど

の
御
叔
母
君
は
、

説
教
を
聴
く
た
め
に
お
出

ま
し

あ

り
、

又
そ
の
御
母
君
と
御
妹
君
、

即
ち
前
の
内
一異
難
朝
辺

の
御

后
を
お
誘
ひ
遊
ば
さ
れ
た
。
こ
の
御
三
方
は
、

限
り
な
く
天
主

の
教
を
御
珍
重
あ
ら
せ
ら
れ
、

若
し
か
か
る
高
貴
な
方
々
に
お

定
り
の
例
の
御
障
害
が
な
か
っ
た
ら
、

何
れ
も
洗
礼
を
お
望
み

牡韓りっ々
狂犯時巾範”や懇詢鞠権う（方移挽、お側の役次

す
な
わ
ち
、

天
皇
や
皇
族
が
キ
リ
シ
タ
ン
に
好
意
的
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、　

キ
リ
シ
タ
ン
を
容
認
す
る
に
は
、　

習
向
貴
な
方
々
に
お
定

ま
り
の
例
の
御
障
害
」
が
あ
つ
た
と
い
え
よ
う
ｏ

註

（
１
）

海
老
沢
有
道
氏
は
、

原
文
が

「不
奈
」
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
上

で
、

「歴
代
の
列
祖
を
祭
ら
ず
」
と
読
ま
れ
て
い
る

（『
＋
リ
シ
タ
ン
書

排
耶
書
』
・
岩
波
書
店

・
一
九
七
〇
年

・
四
二
一
頁
）。
ま
た
中
村
孝
也

氏
は

「歴
代
列
祖
不
ン容
」
と
読
ま
れ
て
い
る

（『徳
川
家
康
文
書
の
研

究
下
巻
之

一
し
。

宮
沢
誠

一
氏
は
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、

「
こ
う
し
た

『神
国
』
と
矛
盾
す
る
も
の
は

『歴
代
列
祖
不
レ容
」
と
い
う
よ
う
に
、

天
皇
が
容
認
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
、

そ
の
一
つ
の
根
拠
と
な
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り

『神
国
』
の
中
枢
に
は
、

キ
リ
シ
タ
ン
を
は

じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
異
端
を
排
除
す
る
究
極
的
な
価
値
的
主
体
と

し
て
、

『神
の
子
孫
』
で
あ
り
、

『最
高
の
祭
主
』
で
あ
る
天
皇
の
存
在

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

（「幕
末
に

お
け
る
天
皇
を
め
ぐ
る
思
想
的
動
向
―
水
戸
学
を
中
心
に
―
」
。
一
九

七
五
年
度
歴
史
学
研
究
会
大
会
報
告
）。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（
２
》

■
Ｆ
卜
Ｔ
景
熙
‐弓
い
Ｆ
母
郎
著
佐
久
間
正
訳

「十
六
・
七
世
紀
の
日
　
１４

本
に
お
け
る
国
是
と
キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
」
各
キ
リ
シ
タ
ン
研
究
第
十
三
　

．

塙
』
・
吉
川
弘
文
館

・
一
九
七
〇
年
）

一
二
―

一
三
頁
。

（３
）

西
垣
晴
次

『
え
え
じ
や
な
い
か
―
民
衆
運
動
の
系
譜
―
』
（新
人
物

往
来
社

・
一
九
七
三
年
）

一
五
二
―

一
五
三
頁
。

（４
）

ウ
オ
ン
・
パ
ジ
エ
ス
著
吉
田
小
五
郎
訳

『
日
本
切
支
丹
宗
円
史
上

巻
』
（岩
波
書
店

。
一
九
二
八
年
）

一
六
八
頁
。

海
老
沢
有
道

『南
蛮

学
統
の
研
究
―
近
代
日
本
文
化
の
系
譜
―
」
（創
文
社

，
一
九
二
八
年
）

五
〇
頁
。

（
５
）

海
老
沢
有
道

『南
蛮
学
統
の
研
究
―
近
代
日
本
文
化
の
系
譜
―
』
五

七
頁
。

同

「後
陽
成
天
皇
と
伴
天
連
」
令
洛
味
』
七
六
集
・
一
九
五
八

年
）。

（
６
）
　
『
日
本
切
支
丹
宗
門
史
上
巻
』
三
〇
二
頁
。

る
。

天
皇
は
、

統

一
権
力
が
幾
度
か
主
張
し
た

「
神
国
」
思
想
に
よ

っ
て
も
、

「
キ
リ

ンヽ
タ
ン
禁
制
」
の
中
に
自
ら
を

位
置
づ
け
る
こ
と

が
で
き
、

ま
た
宗
教
諸
勢
力
と
も
独
自
の
関
係
を
保
持
で
き
た
と
思

わ
れ
る
。

幕
藩
制
下
に
お
い
て
、

天
皇

・
朝
廷
は
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
諸
勢
力

を
媒
介
に
、

幕
府
の
推
進
す
る

「
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
」
＝
厳
重
な
宗

教
統
制
に
よ
る
民
衆
支
配
に

一
定
の
役
割
を
果
す
よ
う
に
な
純
。

こ

の
具
体
的
な
役
割
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、

そ
の
場

合
、

幕
藩
制
的
な
新
た
な
朝
幕
結
合
関
係
の
形
成
と
い
う
問
題
を
念

頭
に
置
き
つ
つ
、

検
討
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

註

一

（１
）

拙
稿

「幕
藩
制
成
立
期
に
お
け
る
排
耶
活
動
―
禅
僧
を
中
心
に
―
」
　

１５

台
日
本
史
研
究
」

一
八
二
号
）
参
照
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

お

わ

り
に

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、

天
皇

・
朝
廷
は
、

キ
リ
ス
ト
教
伝
来

当
初
よ
り
そ
の
排
除
を
主
張
し
て
き
た
。

そ
し
て
統

一
政
権
が
成
立

し
て
い
く
過
程
で
、

天
皇

≡
朝
廷
は
キ

リ

シ
タ

ン
排
除
を
め
ぐ
っ

て
、

統

一
権
力
と
次
の
よ
う
な
関
係
を
と
り
結
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
室
町
末
期
に
は
、

小稲
旨
と
い
う
形
で
将
軍
の
キ
リ
ス
ト
教

布
教
許
可
を
く
つ
が
え
し
え
た
天
皇

・
朝
延
は
、

織
田
政
権
下
に
お

い
て
も
、

信
長
が
キ
リ
ス
ト
教
布
教
を
保
護
し
た
の
に
対
し
て
、

独

自
に
キ
リ
ン
タ
ン
排
除
を
主
張
、

あ
る
い
は
主
張
し
え
た
。

そ
れ
が

豊
臣
政
権
下
に
お
い
て
は
、

キ
リ
シ
タ
ン
排
除
を
め
ぐ

っ
て
統

一
権

力
と
結
び
つ
く
よ
う
に
な
り
、

キ
リ
シ
タ
ン
を
日
本
の
神
々
の
敵
と

れ車帥嬢↓釣説中轍印迎韓灯北独海推願唯御筆捕蜘拘こ「甲

を
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

統

一
権
力
が
キ
リ
シ
タ
ン
排
除
の
根
拠
と
し
て
提
出
し
た
の
が
、

日
本
の
主
は
神
々
で
あ
る
と
い
う

「
神
国
」
思
想
で
あ
っ
た
。

統

一

権
力
は
神
々
の
序
列
の
中
に
自
ら
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
が
、

最

終
的
に
は
こ
の
神
々
の
筆
頭
に
は
、

天
皇
の
祖
先
神
で
あ
る
天
照
大

「
神

碑
醐
導
れ
好
仲
焼
ポ
筆
”
端
爆
伊
脚
嚇
拘
犠
鞠
喘
瑠

こ 力
辞
一
‐こ こ
的

キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
を
め
ぐ
る
天
皇
と
統

一
権
力

（村
井
）


